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Rot Fungus, Rosellinia necatrix (HART.) BERL.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1954！il三9月5i：T受〕遺i匙）

　従来禾本科作拗は白紋羽1茜菌に対して強い底抗幌靴も　　　接種に用いた白絞羽1茜薗k蝋から分離しだイく研鐙紫fl｛ミ

つものと考えられ，桑閣や刺酎瑚の1：生1絞羽腐防除対鞭の　　　存の1蔓レ菌で，数培獲誌に獅及び麗の鎭温で約1ケ月聞

一一 ﾂとして本病発畿胞に数策闇恭本β…1作物を栽；1告するこ　　　培騰して接種源とした。魏：培養塾とほ，風糀魏3009に

とが雌奨されてきた。雛滑等ぽ本腐防徐に関する遊礎的　　　lk道衣200ccを加えて1罷し，これ慶300cc¢）難角ツラXn

研究の一つとしで，こむぎ，おおむぎ，とうもろこし，　　に1009宛人れで殺菌したものである。

幟うきもろこし轡に白紋羽1茜菌を擾稲してこの問題を突　　　　接種には’li韮後7寸の累焼ポツトな用い，これに七分目

験：内に検制し，鷹にこれら飛本科作物と白紋葛｝］病繭との　　　倣ど士をへれ，その．1：bこ前に述べたド脈交羽ナ茜菌のi捷雪培礎

抗争の賜面な脚晒賭IU学！内に追求した。本報告の穴要は　　　癒1｝Jeツト漸り1題宛均瞭に散らし，廼にその上に1，5cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　（21
1昭和28fi三臓i鑛糸学会ノ（会に於て発凝した。　　　　　　　　　の厚さに・t：をおいて播種し概恋したn対照無捜棚区にtll：

　　　　　　　　欄と方法　　菌灘融鷺夢欝撚、側賜で行
　爽験に供した沢本科作物醸，こむぎ，おおむぎ，とう　　つた。

もろこし及びほうぎもろとしであり，その晶種楼，こむ

ぎ噺艘筑後オレゴソ，おおむ飾焔甕，とうもろこし　　　　　粟験結果

はイ＝v・・デソト＝一ソであり，砥うぎもろこしは備稠　　　　　　1　接種作物のナi琶上部及び限系の内恨的観察

不詳である。なお対照としてす容に躍膚陸なととが羽ら　　　接種1麹まぼ1ケ月縄避しでから供誠描物の；皆凋及び拙

かなだいこん及びごぼうも供試した。　　　　　　　　　　死率な調謹iし蠣1衷のような結果な偲た。

第1聚　白紋羽病菌による禾本科作物の萎凋及び枯死

突　験　圓l　I　　l　il　l念　　　斯
一姓璽月一⊥L　71q95・　1・・1・・1952　1

調査月・1　1・1・・〃　1271…〃　1

　　　　　　　接種区こ　　む　　ぎ
　　　　　　　対照区

　　　　　　　接種区
お　お　む　ぎ
　　　　　　　対照区

　　　　　　　擾種区
とうもろこし　　　　　　　対照区

・うきもろ・し欝羅

だい・ん欝灘

ごぼう鞭

供　試　饗　凋
植物数　　植物数

2910
28　5　0

291　0
29i　o
捌　1
　　1
21　1　　1
28

16
2S

21
22

0

8

0

2
0

粘　死
植物数

0
0

0
0

0
0

4
0

4
0

8

0

供　試
植物数

21
23

24
2S

11
11

21
19

17
19

18
21

萎　凋
植物数

0
0

0
0

1

0

1

0

7

0

7

0

枯　死
植物数

0
0

0
0

0
0

3

0

3

0

9
0

供　賦
植物数

50
51

S3
5牛

23
23

42
47

33
44

39
43

萎凋
植物数

0

0

0
0

1

0

2
0

15
0

9
0

粘死隣凋枯
植物数iク弊（％）

0
0

0
0

0
0

7
0

7
0

17
0

　0
　0

　0
　0

4．3

　0

21，4

　0

66．7

　0

66．7

　0

＊　作婁り・H二大こ螺…繊尉含学部植物亨」言理学研究葺盗業績第16号

鰯



14　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒州大学繊維掌部研究報告　第4一号・

第2表肖紋羽病菌を接種せる禾本科作物の根系の被鰍態

作物名「　　　　　根系・被毛墜状態

こ　　む　　ぎ

お　お　む　ぎ

とうもろこし

ぼうきもろこし

だ　い　こ　ん
ご　　ぼ　　う

一
接種区の植物の細裾融対照無接種区剛七べて地表1糖略であるが，菌1醜突被して下方に

伸びた根もかなり多く，総根量は対照区と大鑑ない。根の菌糸と接触した部分は金く蛮化がな

いか或は蓑酊にうすく襟「糸がからみついた不度で，褐’変5ζは枯死したものは見られない。

根系の被害状態は大体こむぎに似ているが，菌糸と接触した部分は禍変する事が多く，蕪しい

揚合は萎縮して細くなる。

薄糸は根を侵しつつポツト内全般に拡がり，根は各1蜂で侵されて褐変す惹，。粘死した根ヰ・）ある。

総根量は対照無｛姿種区に比して晋しく劣るn

被寄はとうもろこしの場合より一層はげしく，総根聴も射照無ま珂霊隊に比して普しく劣る。砧

死したものは金根系が腐敗している。

対照無接区では血根が侵く伸び側根も多いが，接種区では虫根は慕部灘くまで擬され，側糧喫、

菌閣上に止る。萎凋又は枯死したものは全根系が腐敗している。

第俵の調勲してから謂トを水ll1に軌で供灘　組畜榊に於鵬鰍羽1醐孫の幽状禰鱒職糸諮
物暇醐めぬように1噸先い落し，蘇の儲状1勲　：Ei・欄1細靴例冗弗醐勲灘した。紬i物釧賄織

無接駆と欄しつつ肉IU這1㍑縮した・鯛とも1・ト　帷於ける菌糸弼｝徽びそゆ鯉，悶訓畏櫛1の徽

の結果媚たので，そ擁綜飢碗2爽に示した・　状縢隔多くの蹴についで撚し繍・融繍1ズ
　　　　　il被螂の榊襯勤搬　　　　細図1湘撚1・1勺に示した．課i伽繍Bについ一q歌
獺隙吻の；蘇の状’勲肉踊をこ縄したのち・舗　 に述べる。

物の1畏の，尉糸と・接i触した祁分をFormalin　acotic　alco＿

h・1で，醜し，ミ・7・r”ト弘切，裕、豚切1鞭1乍つ畷　　が己む馴艮の踊に菌糸がか嚇ついた部分でex

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図Aに示すように，菌糸は衷皮細胞又は、」叢1鱒の耀き外

　　　　　　　　　　　第1図　　　　　　　　　　　　　層の細胞内にはかなり多蜘こ侵入していることがあるが

圃、畑、自礁肘醐所　　　　　　　＼㍉一．．．一一t＿一・・一ノ”

羅豊岬騨蜘一　　　　　　　　　Aこむぎの根の表皮下の細胞膜彫藤才・た鞘状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体（c）とそれを穿孔して侵入した菌糸（h）

轍羽麟の侵髄うけた禾鰍劇勿畷の状　　Bこむぎの根破麟關織？細繰の木質化
態（横断，纈弐的）　　　　　　　　（1）とそれを穿孔して侵した鯨（h）
A－・むぎ，猛一訟むぎ，c一とうもろこし，　　cこむぎの根の触（e）に鮒る麟｝瞬H胞膜
D－kう舗ろこv，E一だいこん（対擢とし　　　彫成さ糠鞘状体（・）
　て供試したもの）　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　藺糸の侵入をうけたとうもろこしの根の木蔀凱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織（x）と導管（v）
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層の細胞に菌糸が侵入するときその細胞膜の内側に鞘状
休（3。3，，Phl。，。，1。ci。－HC1反麟＋燃．）が形成　　　　　考察

され’たり・またぱ細11愈膜自体が木綴化したりすることが　　　　以上のi漿験結果に」：れば，白紋羽病菌な湿じた云：壌に

ある㈱2図A・B）。tiのよ弓な音附でほ菌糸の侵入　　こむぎ，おおむ・ぎ，とうもろこ1汲び獅きもろこし郷

は回儲輔するよ弓であるカミ，その外側に菌糸の量が多　　の禾本季斗作物を擢附け，発粥撮1．た幼欄：勿の黙鋼及てメ

くなるとこれらを穿孔して突破する。皮鞘の内皮に接す　　　枯死率を調べたところ，こむぎ及びおおむぎむぎで1訪；地

る細胞膜でも菌糸力§接触すると鞠状体s4e形成する（第　　　上部には全く被警がみられなかつたが，とうもろこし及

2図C）。これは前述のものより大型で3－10×3－5μ　　び砥うきもろこし特に後考では対照罹病闘乍物として供

あるが顕微化学杓な反応に獣特鋼な差異はみられない・　　　用しただいこん及びごぼうと岡様にかなりの被雷率を承

但し，筆藩等の調査範囲で1弓：この位灘の鞠状体を鎚ll契し　　　した。またこれらの植物を掘収つで根系の被」‘1許状態な肉

て更に内方の中心柱の部分讃で優入した菌糸は見当らな　　　眼的に調査した結果によれば，前の調査で鳳被㍑が金く

かつた。なお菌糸が隈の生便颪の「；付近から侵人した場合　　　みられなかつたもののうちこむぎセよその｛畏系の被轡も偉1

には，向藩約に多少中心相三内にも侵へすることがあるぐ　　　かであつたがおおむぎの根では少しく菌糸の帳￥潜による

　b）　おおむ轡第1図Bにtj’：すように，　i獅糸は表皮だ　　　褐i変がみられナt。池上部の観察で被1の忍められたとう

けでなく皮1酬［1織巾にもかなり多猛に侵人する。侵人を　　　もろこし股び麻うきもろこしでは外観雌奮なものでも地

うけた駁組織のlil！1胞膜力判く，質化すること｝歌割脅少く，ま　　　一ド部嫁相舗の被轡なうけでいた。斑に．これら楠吻の恨の

た’本i遅験の範闘内で｝憶こ鞘状体の形成もみられなかつた。　　　菌糸にょっで侵！齪ビらけた部分を病鰹li解剖的に観察すれ

侵人なうけた細胞及びその周辺の細胞組織臨禍変炉動るこ　　　ぼ，こむぎで困d畏阻織T，ilに侵人した菌糸は僅少であり・

とが多い。菌糸はとき肛に．ドヨ皮から卿こド11心様内t：も侵人　　　被侵1罫粗職もK変することがないが，おおむぎ獣組織巾

し，臨部及び灘轡中にも充満することがある。　　　　　　　の菌糸の麓延がこむぎの場合より多く，藍L被瀞阻織ほ禍

　c）とうもろこし　壌1図Cに示すように，根の組　　　変する、，とうもろこ1ノ及び｝師きもろこしでぽその秘度

織内に優人した繭糸の蔓延昧極めでita三盛で，袈皮及び皮　　　が一層饅しく，搬の組織｝歌菌糸の侵、！｝によつて破鰻され

層組織を破壊し，璽に・中心｛霊内の観織も破壊されること　　　ることが多い。，以上の結果を綜合・す孝しば，このi爽験の範

が多い・このような被舗融綴力曙しい．菌糸の優　囲内で，こむぎ縦来翫られていtcように鰍場ヨ楠

入に対して皮層の細胞膜が末質化したり父隊鞘状体の形　　　に対’してかなbの抵抗性准もつているように思われるが

成がみられることがあるが・菌糸はこむぎの場合と同様　　　おおむぎではその梶度が低く，とうもろこし及び低うき

にとれを穿孔して突：波する。木質化した導管の膜購を侵　　　もろこしは容易に樹絞羽病菌に犯さオLるようである。

入する場含にもこれを鐸孔するらしい（第2図D）。ま　　　　このことから，従来白紋羽病の防除対策と1して推奨さ

た，侵害をうけた測酪且織の細胞間隙に褐色ゲノレ状の傷　　れてきた発生跡地に禾木科作物を輪作することによつて

窺ゴム状物盟がみられるととがあるが爵糸憶その中にも　　　病原菌を撲滅するという雫段は，ほうきもろこしやとう

侵入する・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もろこしならぼ明らかに無効であり，こむぎの如きも病

d）1まうきもろcし根の組織の被轡榔澱は鋤図　原離緩慢で脳るが地一ドの一部t・t侵しながら生存する

Dに示すように大体に於てとうもろこしに塗ずるが阻織　　　可能悔があるから充分な効果を期待するというわけには

の崩壊は一層蕪しい・　　　　　　　　　　　　　　　　　いかないであろう。尤もこむぎ栽植が木菌撲減上かなり　，

　e）　だいこん　第1図Eに示すように，被讐恨の組織　　　膚効であることは認められるところであり，その栽梱年

は全体が密な菌糸群で充され，顧尋及び・や心柱組織の細　数が長ければ或いは完全撲滅に灘ることができるかもし

胞膜の多くは消失し・わずかに導瀞だけが原形を保つて’　　れない。桑の如ぎ多年｛生1乍物の場創家，r－一年性作物の如

いる。導欝巾にも菌糸が侵人していることがある。　　　　　く被審軽微のうちに収穫してし豪うことほ不可能である

　f）ごぼう　侵入菌糸の1喪蹴織中に於ける蔓延はだい　　から，その栽穂にぽ削提としてどうしても本病原菌的皆

こんの場合ほど多くないが，被li野il職1淋島変蟹宿し，わ　　照が要請されるわけである。

ずかに導管だけが漿形を深つている。そのありさ玄は大　　　　次に病理解剖学的観察の結果からこむぎの抵抗桃の原

体だいこんの場合（第1図E）に・準ずるので図は欝酪す　　　tK．1について考察すれば，菌糸の侵入に対する皮層組織の

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞膜の木質化又に鞠状体の形成等ほこむぎだけでなく
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とうもろとし及びほうきもろこ1ノに於てもみられ，口．何　　　　之等の結果からみて，こむぎの白紋羽病1！｝liに・対する抵

れの場合にも結局のところ菌糸獣これな鎗1孔して’炎破し　　　蟷性の原1刈Pよ隈の組織荊ll胞の未知の：t「三：rWlろ酬i胃｝ご：魁せら

うるものであるから，ご矛しらを以てこむぎの抵抗樵のゴ窪　　れるではないかと融1う。

辮舗錨鰻編慰讐欝潔　　　引骸献
こむぎでは他のもの比しそれが薯しく抑制されているこ　　　1）伊藤一雄；紫紋羽距1ξに対ナる禾木秘作物‘（）も〔1・擾性

とがわかる。廻にこむぎで閥：菌糸の侵入なうけた細胞の　　　　麗及1耐27，85－86，（19S2）

褐変又は塵死が他の作物のように速かに起らないという　　　2）桜井誹雄。松尾唯見；数種禾牢科作物と白紋羽病と

特色がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の関際　日・蕨・認22，110▼1質　G湖L碇要旨），（1953）

　薬の根の電要疾病として白紋羽病とならび称せら’ti，る　　　3）繊川1E－；薬の紫紋羽病に関する研脅いv，植物の種

紫翻覇の病原菌H紘・幡4伽乙M・脚αT’・Nム1タAに　　類と本菌の㍑klll三1：1報儲21，142（糊寅難棚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（り　　　　（3）
対する禾本科作物の反応にっいては，伊藤及び繊川の研　　　　　（1g52）
　　　　　　　　〔り
究業贋カミある。伊藤瞳とうもろこし，あわ，きび，りく　　　　　　　　　　　　　Surnmary

とう及びひえ等の幼機は該菌に多少犯されるが琶成｛喪に　　　　In　this轡p“r　thc　rcSults‘｝f　thc　e：　perimentnl　studie“，

ぽ菌糸策が表面に絡むことはあつても顕薯な病変臨認め　　　on　the　resr　onsc　nf　gl’1｝111inatce（，Ut◎rops，　Tl・itiCIMS

られないとしている・なお該菌々糸が幼根に侵：人する際　　acstif，，u？n　L。，　lrordethitセ11’磁i紹L．，伽‘z　M‘邸1，．　and

には表皮下ri：III胞に蒸るとこの細胞膜が急速に藩しく肥解　　f．lolctis　30γぎ1～，lttL正，．，　t｛）the　whltしl　m‘，t　rot　fungus，

し且木質化（傷腐ゴム化）し，菌糸獣この肥厚綱1包腔内　　Reseltinia，τθ副γ加くH、、1τr．）BERL，　tirc　r“pぐ廊d．

に絨封されて脱出縫出来なし・の蠣禦し，該菌の侵人　　Th，，，窟，、mi。、c，。u、，　c，。Ps　Nvare　plantec！　i・（・hi・・一

にあつた禾纐の細胞が一肋過敏撚死樋し，侵轡　。1、y　p。t・hiiving　th。　white　r・。・・。・f・ngus　in・h・m．

を周部的に［ヒめるものと解している・これ1こ対し，白敏　　　According　to　the　obg．　erva，　tion　of　tht：parts　abovc　thc

羽腐緬がこむぎを侵す湯合に於て猷，前述の如く炎皮1蔵　　ground，　Triticum　aestiVttnt　I。，　amd　rfo～detiin　z，1’1欝γθ

下の細胞のみならず皮層部にあまねく侵入するのである　　　L，did　not　appcar　to　b｛｝infected’by　tl漏fungus，

から様蹴大い1唄るものである・とにかくこの融と　bu，　z，a　M螂L－mdπ。1、，tS誘，伽，、Lw。，，

病原菌との相互作用については今後火いに検討癒要する　　　roco師zcd　to　be　infaeted　bieca囎｛，4，3por　cent　of

問題である・　　　　　　　　　　　th・f。・m・・p1…t・and　2エ．4P・・c。・t。f　thit　］・tttl・

　　　　　　　　　　摘婁　　　　Planti　zvithe「ed°「w　ki11柵ut　hy　t11¢°b雷“「v“『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lon。f　the　r。。ts。f　these　plantg．　，　it　xvas　kn。wn　that

　1）白紋羽病1霧をZ毘じたポヅトにこむぎ，おおむぎ，　　　　Triticum　aestivttm　L，　and　I－1’oldetnn　vttlgai・c　L．　worc

と5もろこし及びほうきもろこし等の禾本科作物を戦：曝雪　　also三nfected　by　this　funk，us，　though　the　injury〔，f

しその被審状顧を調査した結果によれば，こむぎはかな　　　Triticum　aestiwufn，　was　vcry　E　ligrht。　From　thc　ra　g．　ults

り高度の抵抗性を示したが，おおむぎではそρ）程度力鞭　　。f　the　m。rbid　ana・・t。mical・bservati。ns，　the　writers

くとうもろこし及びほうきもろこしは群易に本1題に犯さ　　　could　know　that　thc　strong　rcsistance　of　Triticum

れることがわかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aestivum　to　tbe　white　root　rot　fungus　werc　duc　Iユ〔，t

　2）　各1桓気1吻の被審農をこつし、レご病理解音咀学1「勺をこ上ヒ較オ葺こ詳寸　　　　　　so　much　to　the　lignification　of　the　cell－walls　of　the

した結果，菌糸の侵入初期に於ける皮層外層の吊犀1胞膜の　　c・rtex　or　the　formati。n　of　ca．　110citV．　in　tht）c。rte：，

木質化叉は鞠状体の形成等はとむぎだけでなくとうもろ　　　which　came　out　as　the　progressive　reactiolis　of　the

こし及びほうき『もろとしにもみられたが阿れの場．合にも　　　host　to　the　fungus，　as　to　thc　urikrnown　physiological

菌糸はこれを穿孔しで突陵するととが判明した。しかし　　character　of　the　r・bt　tissues。f　Tv’itiCttin　aestixnti’～．

根組織侵入後における菌糸の蔓延ぱこむぎで汰〔醒少でlb　　　（Lt　borat⑪ry　of　Phytopathology　and　Mycl）董oμy，

つたが，おおむぎではとむぎよわ多く，とうもろこし及　　　　Faculty　of　Textile　and　Sericulturq，　Shinshu

びほうき亀ろこしではそれが極めて旺盛で，霜主組纈は　　　　Univereity．）

著しく崩壊する。


